
　風薫る季節、こいのぼりが大空を泳ぎ、どこからか温かさが心地よく流

れてくる日々です。皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し

上げます。また、日頃より法人事業に対しまして、ご支援ご協力頂きまし

て深く感謝申し上げます。

　去る３月には児童２名が高校を卒業し、社会人として無事、自立致しま

した。長年にわたり２名の人生を支えて頂いたすべての方に感謝を申し上

げます。

　さて、私たちは本年度も施設運営、地域支援、退所児の自立支援を担

い、幡多地域等の子ども達或いは施設経験者の方たちが安全で安心した生

活が送れるよう支援を継続して参ります。共に生活する上では感染対策の

「新しい生活スタイル」がありますが、子ども達の心と体の健康のために

も充分留意の上で「お楽しみ」を徐々に増やしていきたいと存じます。

　更に、地域支援では児童家庭支援センター「わかくさ」は相談機能を発

揮し地域の子育て家庭を支えられる機関として、自立支援事業「あおば」

は施設経験者が安定した生活が送れるよう支援する機関として精進して参

ります。

　本年度も児童福祉事業向上、発展のために、皆様の変わらぬご指導ご厚

誼賜りますようお願いを申し上げまして、新年度のご挨拶とさせていただ

きます。
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令和４年度

職員紹介
　この１年間、常勤職員 28 名、非常勤職員 4 名、計 32 名で子ども達

の養育に取り組んで参ります。（5/18 現在）

Ａホーム　　　　　　　　　　　　　Ｂホーム　　　　　　　　　　　Ｃホーム

平野ホーム（分園）　　　　 　　 　 具同ホーム（地域小規模児童養護施設）　　　　　　  調理　　　　　

フリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　事務　　　　　　　　　　　
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４
月
よ
り
指
導
員
補
助
と
し
て
入
職
し
た
浜
﨑
と
申
し
ま
す
。

　

遡
る
こ
と
三
十
年
前
、
兄
弟
三
人
で
本
園
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
大
舎
で
の
生
活
、
分
園
で
の
生
活
ど
ち
ら
も
経
験
し

ま
し
た
。

　

卒
園
後
は
六
年
間
会
社
員
と
し
て
十
二
年
間
個
人
事
業
主
と

し
て
、
五
年
間
四
万
十
市
の
中
学
校
用
務
員
と
し
て
過
ご
し
、

ご
縁
あ
っ
て
ま
た
若
草
園
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

在
園
当
時
と
今
と
で
は
児
童
養
護
施
設
の
在
り
方
等

変
わ
っ
た
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
自
身
の
経
験
を
伝
え

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
一
つ
で
も
多
く
の
選
択
肢
を
与

え
ら
れ
る
職
員
に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

4.7 中学校入学式

下田地区の選択制学校統合により

若草園では７人が中村中、１人が

下田中へ。また具同ホームの２人

は中村西中に通学しています。

新

人

職

員

紹

介

3.11 合同誕生日会

ＡホームとＢホームの子どもが同

じ誕生日なので、いっしょにお祝

いしました。ここで、クイズです。

この２人はどうして誕生日がいっ

しょなのでしょう？

3.24 公文表彰式

若草園では公文教育研究会のご協

力により園内で公文学習に取り組

んでいます。この日、ひとり一人

の１年間の成果を称えました。

4.16 タケノコ掘り

  田野ひなり　 橋田きし子    浜崎一途 　　　　 横井義順　　 大塚 愛　　 　谷 光里 　　  　　久保里奈　  　江口千夏　 　渡邊誠大

　 岩井 愛　　  熊岡己貴　 　横山智也  　 　 吉永直子  　田中由美子　　野地 佑　　　 　 　　　　　 　上岡稔子　　　尾﨑久美子

　　

 森田佳代　 　 所谷 英　　 森田涼子　 　 沼原良哉　 　小島かをり　　　　　　　　　　福留久美　　　 瀬戸雅弘　　 　寺田知子

 主任 ･家庭相談　 主任 ･個別対応　A-B ﾎｰﾑﾕﾆｯﾄリーダー  心理　  　　　 一時保護対応　　　　　　　　　  　 　 施設長　　 若草園を支える会事務局
      　　　ほかに非常勤職員が４名います。

③ ②

ま ど

若 草 園 の 様 子

児童家庭支援センター わかくさ
社会的養護自立支援事業 あ お ば

 　 岡﨑光子　　 瀧澤 勝　　　有友沙希

 主任 ･自立支援事業

若草園の

基 本 方 針

　　　†豊かな信仰信条

を養い、奉仕精神、公民性ある

　人格の形成をはかる。

　　†小規模養育を

基盤とした生活の中で､大人

から愛される経験を通して心

 豊かな人間性を育てる。
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3.8 屋根塗装工事、管理棟が完了する

建て替えから 15 年経ってサビが目立ち始

めました。児童住居棟も順次塗り替えます。

4.29 ＢＳ入隊式・上進式

若草園ではボーイスカウト中村第

１団として施設で団を運営してい

ます。当日はあいにくの雨天で、

地域交流ホールでおこないました。

5.1 ピアノコンサート

一般社団法人「天使の翼」

が田尻洋一トーク＆ピアノコンサートを

若草園で開催してくださいました。子ど

も達はとても興味深く聴き入っていまし

た。ありがとうございます。

　　†児童の主体性を尊重

し活動を展開することで、自尊

心を確立し、他者愛、社会性を

　　育てる。

　　†関係機関との連携

のもと地域の困難家庭への対

応、家庭復帰児童のｱﾌﾀｰｹｱ、里

　　親推進支援等を行う。

若草園と、その周りの春の風景
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春
一
番
。
字
面
は
美
し
い
が
気
象
用
語
な
の
で
荒
天
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
時
に
は

若
者
が
荒
れ
る
卒
業
式
や
成
人
式
を
比
喩
す
る
場
合
も
あ
る
。
▼
つ
い
に
若
草
園
で

も
児
童
や
職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
で
、
濃
厚
接
触
者
隔
離
な
ど
で
奔
走

す
る
春
を
迎
え
た
。
梅
や
菜
の
花
、
桜
の
季
節
に
花
冷
え
の
よ
う
な
出
来
事
だ
っ

た
。
▼
毎
日
の
感
染
者
数
の
報
道
は
去
年
と
比
較
す
る
と
恐
ろ
し
い
ほ
ど
大
き
な
数

字
に
な
っ
て
い
る
。
感
染
症
の
軽
視
を
助
長
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
幸
い
感
染
者
は

比
較
的
軽
症
だ
。
若
草
園
も
そ
う
で
、
二
次
感
染
は
防
げ
て
い
る
。
▼
園
全
体
で
の

行
事
は
軒
並
み
中
止
さ
れ
た
が
、
そ
ん
な
中
、
春
の
訪
れ
と
共
に
各
ホ
ー
ム
の
活
動

は
少
し
ず
つ
再
開
で
き
た
。
▼
主
イ
エ
ス
が
宣
教
活
動
を
開
始
し
た
と
き
、
肉
親
が

や
っ
て
来
た
が
、
ふ
だ
ん
身
近
に
居
る
弟
子
や
婦
人
た
ち
を
差
し
て
「
見
な
さ
い
。

こ
こ
に
わ
た
し
の
母
、
わ
た
し
の
兄
弟
が
い
る
」
と
、
言
わ
れ
た
。
▼
若
草
園
の
各

ホ
ー
ム
は
一
戸
の
擬
似
家
庭
で
あ
る
。
入
所
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
各
ホ
ー
ム
の
空
き
状

況
に
よ
り
た
と
え
双
子
で
あ
っ
て
も
別
の
ホ
ー
ム
に
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
卒
園
ま

で
に
は
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
上
に
各
ホ
ー
ム
の
子
ど
も
達
が

お
互
い
に
「
私
の
き
ょ
う
だ
い
」
と
呼
び
合
え
る
各
ホ
ー
ム
で
あ
り
た
い
。
（
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と
）

令和３年度下期 ご寄付一覧表
（R3.10.1 ～ R4.3.31）

皆様に心から感謝申し上げます。＜ 50 音順・敬称略＞

この一覧表は

半年ごとに掲載

しています。

3.5 中止になった令和３年度 若草園卒園式

直前に、卒園生が暮らすホームでコロナ感染者が発生し、急きょ中止にな

りました。２人の卒園生が出発する日に、それぞれ、みんなで送り出しま

した。卒園生の言葉は若草園を支える会の会報

に掲載しました。

④


